
（別紙様式４－２）                                               （特別支援学校用） 

（ 熊本県立大津支援 ）学校 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 

一人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導及び必要な支援を行い、将来の自立と社会参加をめ
ざして主体的に学び、取り組む児童生徒を育成する。 

 

２ 本年度の重点目標 

〇安全安心な教育環境づくり 
〇一人一人の自己肯定感を高める指導・支援の充実 
〇職員の専門性の向上及び組織的な連携力の強化 
〇保護者や関係機関との連携・支援の充実 
〇卒業後の実生活を見据えたキャリア発達支援 
〇共生社会の形成に向けた取組充実 

 

３ 自己評価総括表 

評 価 項 目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 

評
価 

成果と課題 
大項目 小 項 目 

学校 
経営 

学校教育目
標・重点目
標の具現化
に向けた校
務推進 

重点目標を
踏まえ、学
校評価項目
に基づいた
分掌部活動
の充実 

重点目標の
達成に向け
、学校評価
項目の具体
的目標を常
に意識し、P
D C Aサイク
ルを徹底し
、各分掌部
が連携を取
りながら、
教育活動に
取組む。 

・面談等を通し、
それぞれが重点
目標を踏まえた
目標設定になっ
ているか確認す
る。 

・それぞれが前期
の取組状況（成
果と課題）振り
返り、後期にお
ける改善点等を
明確にし、各分
掌部の連携も意
識して、後期の
取組等につなげ
る。 

 

Ｂ 

・面談の際に、日ごろの
教育活動を振り返り
学校教育目標を意識
して具体的目標設定
できているか確認を
行った。 

・各分掌部で前期の取組
状況など振り返り、後
期の取組を見直し、分
掌部間の連携をより
図ることで、学校の教
育目標を意識した取
組につなげることが
できた。 

働き方改革
の推進 

勤務時間の
適正管理・
教職員の意
識改革 

 
 
 
 
職員の時間
在校等時間
が４５時間
以内となる
職員の割合
が８５％を
超える。 

・毎月の衛生委員
会において時間
外従事時間の状
況を把握、共有
し、業務配分等
の見直しや、平
準化を進め正規
の勤務時間外従
事を軽減する。 

・毎週設定してい
る１８時退勤等
日ごろから声掛
けを行うことで
職員が自分自身
のタイムマネジ
メントを意識す
るように促す。 

 
 

Ｂ 

・衛生委員会において時
間外勤務状況を共有
しながら、健康管理や
職場環境の整備を行
い、全体的な業務の平
準化が進んでいる。目
標数値もほぼ達成で
きた。 

・業務改善策を定期的に
職員へ周知し、個々の
タイムマネジメント
意識も高めることが
できた。金曜日１８時
退勤についても定着
してきた。 

 



授業の 
充実 

一人一人の
教育的ニー
ズに応える
指導・支援
の充実 

子どもの発
達、学びに
寄り添った
自立活動の
充実 

指導計画の

作成と授業

実践及び改

善 
 

・自立活動の個別の

指導計画を作成

し、生徒の中心課

題と自立活動の

目標についてク

ラスやグループ

で共有し、授業計

画、実践を行う。 

・担任全員が年に１

回の略案作成と

授業を行い、チー

ム研で意見交換

や振り返りを行

うことで、授業改

善へとつなげる。 
・代表事例を選出
し、自立活動の
研究授業と授業
研究会を行う。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

・個別の指導計画につい
ては、夏季休業中に作
成や見直しを行うこ
とができた。作成者と
授業者が違う学部が
あるため、目標や授業
内容を共有する時間
を設ける必要があっ
た。一部の学部で実施
し、有効であった。 

・学部研を縦割りでグル
ーピングし、自立活動
の一人一事例の実践
とその振り返りを行
った。意見交換や振り
返りの時間に悩みや
困りを出し合い、日頃
の授業改善へとつな
げることができた。 

・代表事例の授業研究会
では、協議の柱につい
てグループで協議を
行ったことで、先生方
一人一人が意見を出
し、活発な意見交換、
協議を行うことがで
きた。 

 
 

特別支援教

育に関する

専門性向上 
 

・自立活動や普段の

授業実践に関す

る講師招聘研修

を年に３回実施

する。 
・主に新任者を中
心とした自立活
動に関する校内
研修を実施する
。 

 
 
 
 
 

Ｂ 

・夏季休業中に講師招聘
研修を実施した。当初
３回を予定していた
が、研修の精選という
視点から２回の実施
となった。 

・教務部と連携し、新任
者を中心に自立活動
と個別の指導計画の
作成に関する研修を
実施した。特別支援教
育に初めて携わる先
生方に、今後も実施し
ていきたい。 

 
 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

卒業後の実
生活を見据
えたキャリ
ア発達支援 

卒業後の視
点を大切に
した教育活
動の充実 

卒業後の生
活への意識
の向上 

・卒業生の進路先
や現場実習先か
ら挙がった課題
等をまとめ、周
知する。 

・授業や進路だよ
りの中で、児童
生徒、保護者へ
挨拶とお手伝い
の重要性につい
て発信する。 

・長期休暇中に全
学部において「
お手伝い日記」
の取組を行う。 

 
 
 
 
 

Ａ 

・卒業生のフォローアッ
プ調査や現場実習先
から挙がった課題等
をまとめ、高等部職員
で回覧した。 

・授業や進路だよりの中
で、挨拶とお手伝いの
重要性について取り
上げた。夏休みと冬休
みに学校全体で「お手
伝い日記」の取組を行
った。 



進路面談と
情報提供の
充実 

新制度「就
労選択支援
」をはじめ
とする進路
に関する専
門性の向上
と保護者の
思いに寄り
添った情報
提供の充実 

・進路だよりを６
回発行し、障害
福祉サービス制
度や保護者から
挙がった質問、
資料提供にて要
望のあった内容
について取り上
げる。 

・講師招聘進路研
修 会 を 実 施 す
る。 

・保護者向け進路
研修会を実施す
る。 

 
 
 
 

Ａ 

・１月末現在、進路だよ
り５回発行し、３月に
発行を予定している。 

・保護者から要望が挙が
った障害基礎年金に
ついて「親のつどい」
で学習会を行った。 

・夏季休業中に卒業後の
障害福祉サービス利
用について講師招聘
進路研修会を行った。 

・中学部保護者に向けた
進路研修を２月に実
施予定である。 

・進路だよりは、２カ月
に１回程度の発行で
あるため、最新の内容
を発信することが難
しい。 

卒業生のア
フターフォ
ローの充実 

職場定着率
の向上を目
指した高等
部内での情
報共有と関
係機関との
連携の充実 

・卒業生の様子や
課題について進
路先や関係機関
と情報共有し、
学校の役割を確
認しながら課題
解決に向けて支
援する。 

・学部会等の機会
に卒業生の状況
について発信し
必要な情報を収
集して早目の対
応 を 行 っ て い
く。 

 
 

Ｂ 

・Ｒ６年度卒業生（Ａ型
就労）１名が夏頃欠勤
が続いたことがあっ
たが、進路先事業所と
連絡を取りながらケ
ース会議を実施する
などし、出勤を再開す
ることができた。また
１名Ａ型利用卒業生
の事業所変更があっ
た。 

・高等部会で、把握して
いる卒業生の状況に
ついて資料に掲載し
て発信を行ったが、説
明等は十分にできな
かった。 

生徒 
(生活) 
指導 

他者との関
わりをもっ
た生活の楽
しさを味わ
う 

生徒会活動
の充実 

生徒会が中
心となった
、児童生徒
の主体的活
動の充実 

・全校集会等の内
容を年度初めに
周知し、児童生
徒が主体的に活
動した取組の発
表の場となるよ
うにする。 

・毎月、全校朝会
で学校生活目標
の呼びかけや各
学部の取組を周
知することで、
学部間で連携し
ながら児童生徒
が見通しをもっ
て活動に取り組
め る よ う に す
る。 

Ｂ 

・全校集会の計画を立て
事前に周知すること
で、児童生徒が主体的
に発表できる場とな
った。 

・生徒会で協力して毎月
の生活目標の制作に
取り組むことができ
た。全校朝会後に、生
活目標を各教室に配
布し、意識できるよう
にした。昇降口前で、
あいさつ運動を実施
し、気持ちよいあいさ
つを交わすことがで
きた。 

生徒指導内
容の共通理
解 

生徒心得（
中学部・高
等部）の周
知や徹底 

・年度当初に生徒
心得について説
明したり、各教
室への掲示や生
徒手帳で携帯し
たりする。 

・学部会や朝会、
分掌部会で児童
生徒の様子につ
いて共通理解を
図る。 

Ｂ 

・年度当初に生徒心得に
ついて生徒に周知し
た。中学部では、分か
りやすいようイラス
ト等で示したものを
教室に掲示し、周知す
ることができた。 

・分掌部会では学部を超
えて生徒の情報共有
の時間を確保するの
が難しかった。 



安全安心な
通学 

安全安心な
自力通学 

自力通学生
への通学指
導や通学ル
ールの徹底 

・定期的に通学指
導を行い、自力
通学生を招集し
通学状況の確認
や 指 導 に 努 め
る。 

・事故の被害や加
害にあった場合
等を想定し具体
的対処法に関す
る指導を行う。 

 

Ｂ 

・定例通学指導や状況に
応じて自力通学生徒
への交通ルールの遵
守、指導等行うことが
できた。 

・定例通学指導において
は、現状指導に立てな
い状況もみられるこ
とから、全学部の職員
で実施し、指導場所、
指導回数等の検討を
行う。 

人権教
育の 
推進 

命を大切に
する教育の
充実 

「生命を大
切にする心
」を育む日
々の指導支
援 

生命のす 
ばらしさ 
や尊さを 
知り、生命 
を大切に 
する取組の
充実 

・「いのちを大切
にする週間」を
設定し、各学部
・学年・学級毎
に児童生徒の実
態に応じた授業
を実践する。 

・校長による、命（
いのち）に関す
る講話を実施す
る。 

 

Ｂ 

・いのちを大切にする週
間においては「命の大
切さ」に焦点を当てて
各学部やグループ毎
に特設した授業を実
施することができた。 

・「人権週間」での動画
の視聴や「人権集会」
を通して、自分や他者
を大切にする心情を
育むことができた。 

人権教育に
関する職員
研修の充実 

人権問題の
基本的認識
の確立と実
践的指導力
の向上 

校内研修 
会の複数 
回実施に 
よる人権 
意識の向 
上 

・全体研修を３回
（講師招聘研修
含む）、グループ
別研修を２回実
施し、法令等に
関する共通理解
を図り、児童生
徒の人権を尊重
したかかわり方
等についての指
導・支援につい
て検討する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

・全体研修では➀人権教
育の目標や年間計画、
安心・安全な学校づく
りに関する共通理解
を図った。②いのちの
日の研修では、児童生
徒の安全を守るため
の講話といじめ対応
についての講話を聞
いた。③招聘研修では
障がい者の権利に関
する理解を深めた。 

・７月、１２月の２回グ
ループ研修では、人権
尊重の視点に立った
授業づくりのポイン
トを学び、実践の充実
につなげることがで
きた。また、児童生徒
一人一人の人権を尊
重した関わりや教育
実践ができているか
を振り返った。 

いじめ
の防止

等 

いじめ防止
等の対策に
おける組織
の充実 

毎学期の対
策委員会と
職員への研
修や周知の
実施 

各委員会及
び校内職員
研修の実施
による事例
や対応等の
共通理解の
徹底 

・「いじめ防止対
策委員会」を年
３回実施し、取
組の評価や見直
しを行うととも
に、委員会の内
容を全職員に周
知する。また、職
員研修でアンケ
ート集計結果や
事例、共通した
入力シートを使
い共通理解を図
る。 

 

Ｂ 

・いじめ防止等対策委員
会を年に３回実施し
ている。事前に、校内
でいじめについて検
討した後、外部専門家
から本校の取組につ
いて指導助言を受け、
いじめの解消に向け
て丁寧に取り組むこ
とができた。職員研修
でもいじめ防止につ
いて周知し、組織で対
応することができた。 



全児童生徒
の思いと現
状の把握 

「いじめを
許さない」
 「いじめ
を見逃さな
い」「相談で
きる」 
学校づくり 

・「生活アンケー
ト」「心のアンケ
ート」を実施し、
児童生徒の実態
把握に努め、気
になる回答は個
別面談等を通し
て丁寧な指導支
援に努める。 

・職員の入力シー
トを準備しいじ
め事案と考えら
れる気づき等を
共有し、現状把
握に努める。 

・人権教育やいの
ちの授業を通し
て、自分や他者
を大切にする心
情を育むととも
に「一人で抱え
込まない」相談
できる関係性づ
くりに各職員で
日 々 努 め て い
く。 

Ｂ 

・アンケートの記入が難
しい児童生徒は、面談
等や保護者へのアン
ケートを実施し、気に
なる様子等保護者か
ら聞き取ることがで
きた。保護者と共通理
解を図り、児童生徒の
様子を知ることがで
きた。 

・アンケートを定期的に
実施することで職員
もアンテナを高く張
り、生徒もいじめにつ
いて意識が高くなり
つつある。 

 

センタ
ー的機
能と段
階的 
支援体

制 

地域支援の
充実 

担当エリア
の小学校・
中学校・高
等学校等へ
の支援 

巡回相談及
び校内研修
等の協力 

・相談内容につい
て児童生徒の観
察をし、要因や
背景、教育的ニ
ーズに応じた最
適な支援につい
て検討したり助
言 を し た り す
る。 

・阿蘇郡市特別支
援学級担当者の
指導力向上研修
に協力する。 

・翔陽高校の「通
級による指導」
のサポートを行
う。 

 
 
 
 
 

Ａ 

・担当5町村の保小中高
の巡回相談に応じた。
（12月現在103件）Ｕ
Ｄの視点での授業作
りや個別の配慮や支
援を助言した。研修依
頼では5件の講話を行
った。中学校の公開授
業研究会「生活単元学
習」で助言を行った。 

・指導力向上研修では8
月に新任担当者研修（
14人）、10月にコアテ
ィーチャー研修（1人）
を行った。 

・翔陽高校の「通級によ 
る指導」に係る生徒の
ケース会議や巡回相
談に行った。個別の教
育支援計画や個別の
指導計画の助言を行
った。 

適切な学び
の場の選択
に向けた教
育相談の充
実 

相談者のニ
ーズに応じ
た教育相談
の実施 

・ホームページで
教育相談の目的
や手続き等を周
知する。 

・就学に関するこ
れまでのプロセ
スや巡回相談の
活用状況等を事
前に確認する。 

・教育相談の際に
は、実態の聞き
取りを行い本校
の教育課程等を
説明する。相談
記録を教育支援
部長・CO・管理職
で供覧する。 

Ａ 

・各学部主事が相談に応
じた。幼児児童生徒の
実態を聞き取るとと
もに、本校の教育課程
の説明、学習や生活の
様子について校内の
見学、通学方法の確認
等を行った。学部主事
の教育相談の記録は、
教育支援部部長、CO.、
管理職で供覧をした。 

（12月現在小学部28件、
中学部25件、高等部83
件） 



校内支援の
充実 

特別な教育
的支援を必
要とする児
童生徒への
支援の充実 

関係機関と
連携した支
援 

・段階的な支援体
制を構築しなが
ら、必要に応じ
て積極的にケー
ス会議等を実施
する。その際、学
部・学校全体で
情 報 共 有 を 図
る。 

・夏季休業中に学
園訪問を実施し
施設入所生の情
報を共有する。
その際、関係機
関との連携窓口
は一本化する。 

 
 
 
 

Ａ 

・子どもや担任のニーズ
に応じて、共通理解を
図ったり、ケース会議
等を実施したりする
ことができた。また、
ケースに応じ、外部機
関も交えたケース会
議を開催する等迅速
に対応することがで
きた。必要に応じて、
学部・全体での情報共
有を行うことができ
た。 

・学園訪問では、学園の
概要を聞き、子どもた
ちの生活の場を直接
見たりすることがで
き、学園と情報を共有
することができた。 

 

一人の子ど
ものことを
多くの教員
で検討する
事例検討の
実施 

・事例検討シート
を活用して事例
検討を行う。学
部裁量の時間等
を活用して、子
どもの支援で困
っていること等
を学部内で検討
し、共通理解を
図る事例検討を
実施する。 

・校内研修を実施
する。 

 

Ｂ 

・子どもの支援について
事例検討シートを活
用し事例検討を行っ
た学部もあったが、情
報共有にとどまる学
部もあった。 
校内支援委員会では
事例検討シートを活
用することができた。 

・子どもの行動の捉え方
や課題分析について
の研修を行うことが
できた。 

 

地域連
携(ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸ
ｰ ﾙなど
) 

総合型コミ
ュニティス
クールの推
進 

地域との連
携 

保護者や地
域の方々（
行政、福祉、
教育の各機
関）との連
携の強化 

・学校運営につい
て、就労関係機
関の委員も招聘
をし、進路指導
も含めた幅広い
視点で協議を行
う。 

Ｂ 

・運営協議会を３回実施
し、本校教育活動につ
いて説明した。生徒の
取組の一つとしてジ
ュニアリーダー夢議
会での生徒会からの
提案等を第２回運営
協議会で紹介し、行政
や福祉等様々な立場
から御意見や感想を
もらった。 

 

教育の
情報化 

I C T活用推
進 

iPad及び電
子黒板を用
いた授業の
活性化 

セキュリテ
ィ面に配慮
しながら、
共有クラウ
ドの教材、
関連資料等
の情報を取
り出しやす
くする。 

・情報教育の年間
指導計画を精査
し、情報教育に
おける課題に関
連する資料・情
報を共有すると
共に、授業実践
の好事例を共有
する。 

・プログラミング
教育や情報モラ
ル等に係る指導
内容及び学習活
動を年度末まで
に整理し新年度
初めのICT研修
会で周知する。 

 

Ｂ 

・年度初めのICT研修で、
情報教育の年間計画
についての説明を行
い、特にプログラミン
グ教育については、実
践事例を挙げ、全体で
共有をした。また、IC
Tを活用した実践事例
について、小学部・高
等部から２事例挙げ、
共有した。 

・情報モラルについては
高等部を中心にSNSの
取り扱いについて等、
プリントを配布した
り、掲示したりして啓
発に取り組んだ。 



校務の効率
化 

統計データ
に基づく所
要時間の短
縮が見込ま
れる業務に
係るツール
開発 

授業準備及
び授業改善
、事務整理
等に活かさ
れるよう情
報管理体制
及び推進体
制を整備す
る。 

・他分掌部との意
見交換等を通し
て連携を図り、
校務の効率化の
図ることのでき
るツールを作成
する。 

・iPadOSで作成し
た教材を共有す
るデータベース
の整理とデータ
検索のためのマ
ニュアルの作成
に取り組む。 

 

Ｂ 

・教務部の教科書選定に
おける二重供給を防
止するために、二重供
給されている教科書
は赤文字で表示され
るツールを作成した。 

・iPadOSで作成した教材
を共有し検索するた
めのマニュアルの作
成については、今後iO
Sではなくなる可能性
もあるため作成は中
断し、iOSでも校務用
パソコンでも、教材を
閲覧することができ
るファイルの作成に
取り組んだ。 

 

環境 

教育 

「花とみど

りの美しい

学 校 づ く

り」 

の推進 

環境美化活
動の推進 

児童生徒や
職員による
環境美化や
整備への取
組 

・児童生徒による
清掃活動に毎日
取り組む。 

・児童生徒と季節

に応じて花壇に

花 苗 等 を 植 え

る。 
・月１回の職員掃

除と職員作業、安
全点検を計画的
に実施する。 

 

Ｂ 

・各学部、児童生徒の実
態に応じて毎日掃除に
取り組むことができ
た。 

・高等部園芸班を中心に
花壇の整備を行うこと
ができた。 

・日々の掃除では取り組
むことができない場所
を中心に、職員で掃除
や除草作業を行うこと
ができた。 

 

学校版ＩＳ
Ｏの周知と
日常的な取
組 

ゴミの分別
や節水、節
電等、環境
にやさしい
取組 

・生徒会や各学部
でポスターを作
成・掲示し、児童
生徒へ「節水・節
電・ゴミの削減」
を呼びかける。 

・職員の個人ゴミ
の持ち帰りを推
進する。 

・ゴミの分別のた
め にゴミ箱に
分別表を掲示す
る。 

 
 
 

Ｂ 

・小学部は各クラスで環
境教育を行ったり中
学部・高等部は節水、
節電に関するポスタ
ー等を作成したりし
た。 

・昨年度から継続して職
員室のゴミをは可燃
のみとしたことで持
ち帰りが促進できた。 

・職員連絡会や学部会 
等でゴミの分別を確
認することで、分別の
意識を高めることが
できた。 
 

  

４ 学校関係者評価 

※外部関係者（学校運営協議会委員）による意見等 
・近隣校との交流学習について、快く対応いただき感謝している。 
・毎回、学校見学をさせていただくが、生徒の発達段階に合わせた教材が新たに開発され、活用

されており、とても勉強になる。 
・地域（大津町）のイベントにも大変協力的である。 
・既に取り組まれているかも知れないが、ＳＮＳトラブルについては学習の機会があると思うが

犯罪に巻き込まれないための教育指導も是非お願いしたい。 
・学園内で生活している総員で誰でも簡単に出来る共通の目標を掲げ、全員で共有し、目標達成

のため皆で実践する運動をやってみてはどうか。無事に終えた時、仲間同士で達成した充実感
や満足度、喜びはきっと心の中に貯金として一生残るものと確信している。 

・今後とも継続した指導をお願いしたい。 

・様々な学校行事に参加させていただき、一番印象に残ったのが、先日行われた大新年会である。式

典の後のレクリェーションに参加して、二十歳を迎えられた卒業生の皆さんが、先生方の演奏に合

わせて歌って楽しんでいる姿を見て、改めていい学校だなと心から思った。 
 



 

５ 総合評価 
＜学校教育目標について＞ 

各学部の実態に応じ、将来の自立と社会参加を意識した学習活動を設定し、児童生徒一人一人
のニーズに合わせた教育活動を実践することができた。スーパーティーチャー等の講師招聘研修
やスキルアップ研修を通して、自立活動の実践に必要な基礎的な知識・理解を深め、教職員の専
門性の向上を図ることにつなげることができた。 
 
＜本年度の重点目標について＞ 
・校内の安全点検を定期的に行うとともに、学部会で児童生徒理解の時間を設けるだけでなく、

ヒヤリハットの報告を全職員に行い、気になる行動が見られる児童生徒に関して全職員で共通
理解を図るなど、職員間の連携を強化し、安全安心な教育環境づくりの構築に取り組んだ。 

・講師招聘研修に加えて、各学部の枠を取り払い縦割りでグルーピングした学部研を通して、自
立活動の一人一事例の実践とその振り返りを行った。児童生徒の実態が異なるが、意見交換や
振り返りの時間に悩みや困りを出し合い、それぞれが実践している取組を共有することで、職
員間の連携も深まり、日ごろの授業改善にも繋げることができた。 

・卒業後を見据え、保護者のニーズに沿った情報提供や本校生徒の就労先の事業所の見学、外部
講師による障害基礎年金についての学習会などを企画した。事業所や企業との交流を深め、地
域と連携した教育活動の推進、卒業後の実生活を見据えたキャリア発達支援教育につなげた。 

 
＜自己評価総括に対する評価＞ 

・各学部において、様々な校外学習を含め、近隣の学校との交流学習、事業所や施設等での学びの機

会を設定し、地域とのつながりを意識した学習計画を実践した。特に、学校間交流では、お互いの

学校を行き来し、一緒に合奏やモルックなど行い交流を図り、地域の祭りでは本校高等部の作業製

品の展示をしたことで、本校の取り組みと生徒の日々の頑張りを多くの方に知っていただく機会

にもなった。学校運営協議会での意見交換も含め、地域との連携を深め、本校教育活動を充実させ

ることにもつながった。 

・年３回の授業参観では、多くの保護者に児童生徒の学習活動の様子を実際に見ていただくととも

に、面談や連絡帳を通した情報共有を密に行うことで、学校と保護者が共通理解のもと、必要に応

じて外部の専門機関も含め連携を図りながら学校の教育活動を進めることができた。 
・学園訪問を実施し、児童生徒の生活背景を理解するとともに、学園との情報共有を密に行い、児
童生徒や担任のニーズに応じて、共通理解を図るためケース会議等を実施してきた。必要に応じ
て外部機関も交えたケース会議を開催する等迅速に対応することで、児童生徒の実態や状況に
応じた指導支援につなげることができた。 

・職員の支援の在り方についても、学校全体で振り返りをする機会を設けて自分自身の支援の在り
方、そして担任間や職員同士でも支援の在り方の振り返りや見直しをすることで、子どもたちの
支援につなげることができた。 

 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

・児童生徒の安心安全な学習環境と社会の情勢を踏まえ、高等部に限定されたものであった情報モ

ラルに関する周知や啓発について、個人で使用することの出来る ICT 機器を持っている児童生徒

の全てを対象とした情報モラル教育を推進していく。 

・働き方改革として、業務量の平準化と併せて、定時退勤をしやすい金曜日に定時退勤日を設定し、

管理職だけでなく、学部主事からも定時退勤の声掛けを行い定時退勤の徹底を図るとともに、日ご

ろから職員の抱える業務の把握に努め、職員に声をかける等の働きかけを行う。 

・児童生徒の実態と教職員のニーズに応じた研究、研修を通して教職員の専門性の向上を図るととも

に、児童生徒の支援については、各学部での事例検討や校内支援委員会をはじめ、教育支援部を中

心に児童生徒の行動の捉え方、課題の整理の仕方、具体的支援方針の検討、適切な関わり方等につ

いて全職員で共通理解を図りながら教育活動を進めていく。 
 
 

 


